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１ 会議の名称  平成２７年度 第２回学校評議員会 （岐阜県立東濃高等学校） 

 

２ 会議の構成  委 員  渡邊  剛   御嵩町ボランティア「輝き隊」代表 

藤井 真弓   主婦 

平井 繁幸   御嵩町中央公民館厚生員 

黒田 晃司   東海化成工業株式会社人事総務部課長 

坂井 博文   東濃高等学校 PTA 会長 

              学校関係者  平井  学   校 長    

              片山 澄美   教 頭    

                            井藤 勝夫      教務部長 

 

３ 会議の目的  本校の教育活動について各委員に提言及び助言を求め、もって今後 

        の学校運営の参考とするなど、本校教育の発展に資することを目的 

        とする。 

 

４ 会議の開催  平成２８年２月１日（月）  １３：３０～１５：００  

                  岐阜県立東濃高等学校 校長室 

         委員３名と学校関係者３名出席 

 

５ 会議の概要    ①授業参観 

           ②生徒意見発表 

③平成２７年度の学校教育活動の報告と次年度の課題 

④意見交流 

 

会議資料 

（１） 会議レジュメ 

（２） 平成２７年度各分掌の成果と次年度の課題 

（３） 平成２７年度「学校評価」の結果（集計結果と分析） 

（４） 平成２７年度キャリアプログラム概要 

（５） 平成２７年度地域づくり類型「学習報告会」 

ホームページへの掲載 

２月１０日掲載 



 

 

 

 

・１年生の授業を参観した。 

・「キャリア教育プログラムの様子」を参観した。 

 

 

 

・３年生の生徒２名より、東濃高校の３年間を振り返った意見発表を聞く。 

〔A さん〕 

  ・中学時代は勉強が苦手でしたが、高校では頑張ることができました。それは、先

生が親身になって教えてくださったこと、できたときに褒めてくださったことが

大きかったです。また、生徒会で「ＦＭらら」の番組を制作したことでコミュニ

ケーションに自信が持てるようになりました。就職先は人との関わりが持てると

ころと思っていましたが、ここでも先生がいいところを探してくださり、とても

よかったです。 

 〔B さん〕 

  ・中学時代は前に立って引っ張っていくタイプではありませんでしたが、高校に来

て部活動で部長をやることで、引っ張っていくことの大変さとやりがいを感じる

ことができました。 

 

 

 

 

① 各委員より 

意見１  自分の殻を破ることができる高校生活だったようですね。東濃高校を選んで

正解だったと言うことでしょうか。 

意見２  ２人とも就職先が決まりましたが、これからが始まりですね。広い視野で目

標を見つけられるといいですね。 

意見３  ２人の意見を聞いてこの３年間での成長を感じました。 

 

 

 

 

意見４  たくさんの類型は生徒の多様な要望に対応できていて良いと思います。遅刻

の多さは今までの生活習慣から来るものでなかなか改善できないかもしれない

が、今後も指導していただきたい。 

     日本語を学んだ外国人生徒が、家庭でも日本語を広めたり、日本人生徒が外

国に目を向けることができる環境がここにあります。その環境は、日本で唯一

ではないでしょうか。 

意見５  ２人の生徒の意見を聞いて、先生に恵まれたと感じました。外国人生徒の健

康に関して心配な面がありますね。何かあったときにしっかりと病院に受診で

授業参観 

(１）生徒意見発表を聞いて  

(２)各分掌の成果と次年度の課題について 

(３)学校評価について 

生徒意見発表 



 

きるように、保護者への周知をお願いします。 

     外国人生徒が就職先で、外国人と日本人の橋渡しができる役割ができるとい

いですね。それも含めて、今後も、地元の企業の開拓を進めてください。 

 

意見６  「１８歳の選挙権」に関して、責任感が持てる人材の育成が大切だと感じま

す。学校でもその点の指導をお願いします。 

     卒業してもいろいろな点で困難に出会うだろうから、今後も学校が相談に乗

っていただけるとありがたいです。 

 

６ 会議のまとめ 

  外国人や中学時代にそれほど目立つ存在でなかった生徒が多いという特徴を持つこ

の学校が果たすべき役割について、学校が行っている指導の方向性に理解を示してい

ただき、ご助言をいただきありがたいと感じました。 

  全国でも希なオンリーワンの学校として、地域の方々と連携して地域に貢献できる

生徒を育てていけるよう今後もご協力いただけるとありがたいと思いました。 

 


